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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

（１）  エンバク野生種（ヘイオーツ）を栽培し緑肥として鋤込むと、秋冬ダイコンのセンチュウ被害を軽

減できる。ただしセンチュウ被害軽減効果は当年のみである。

（２）  ヘイオーツの播種時期は、鋤込み時の乾物量が多くなることから４月上旬が適する。また播種

量は10㎏/10a以上では乾物量が増加しないので10㎏/10aを上限とする。

（３）  鋤込まれるヘイオーツは炭素率が比較的低いため、２回程度の耕耘によりダイコン播種期の９

月上旬には十分に腐熟し、未分解有機物による障害を生じない。

（４）  ヘイオーツの緑肥効果により、有機物が補給され地力が維持されるとともに、ダイコンの基肥窒

素量を２㎏/10a程度削減できる。

２ 期待される効果

 秋冬ダイコンの前作にヘイオーツを作付けすることにより、耕種的にセンチュウ被害を軽減でき

るとともに、地力の維持とダイコン栽培時の窒素減肥が可能となる。

３ 適用範囲

県内全域

４ 普及上の留意点

（１）  センチュウ被害程度の高いほ場では、緑肥効果は小さいがセンチュウ抑制効果がより高いマリ

ーゴールドをヘイオーツに替えて組み入れることが望ましい。

（２）  ヘイオーツを刈り倒す際にチョッパー等を使用して茎葉を細断すると、耕耘時にロータリーに茎

葉がからまず耕耘作業が容易となる。
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